
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告

丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
草
稿
・

速
記
稿
類
の
概
況

松
沢
弘
陽
・
山
辺
春
彦

丸
山
眞
男
文
庫
に
は
、
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
大
量
の
草
稿
・
速
記
原
稿
類
が
保

存
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
二
九
四
―
二
九
六
、
三
〇
〇
―
三
〇
三
、
三
四
三
、

四
〇
五
、
四
三
〇
―
四
三
二
、
六
六
五
、
九
〇
八
）。
そ
れ
に
は
、
Ａ
．
一
九
四
七

年
度
講
義
ノ
ー
ト
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
（
資
料
番
号
三
四
三
―
一
八
、
四
〇

五
―
五
、四
〇
五
―
八
）、Ｂ
．
講
演
記
録
、Ｃ
．
断
片
的
草
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ａ
．
整
理
の
上
『
報
告
』
本
号
に
掲
載
。

Ｂ
．
丸
山
が
行
っ
た
特
に
敗
戦
後
初
期
の
福
沢
に
関
す
る
講
演
に
つ
い
て
は
、

公
刊
さ
れ
た
諸
団
体
の
歴
史
類
の
中
に
記
述
が
あ
る
。

１
．
一
九
四
八
年
一
一
月
一
〇
日
、
交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
式
に
お
け
る
講
演

（
富
田
正
文
監
修
『
交
詢
社
百
年
史
』
交
詢
社
、
一
九
八
三
年
、
三
八
九
頁
、
竹

田
行
之
執
筆
『
交
詢
社
の
百
二
十
五
年
―
知
識
交
換
世
務
諮
詢
の
系
譜
』
交
詢
社
、

二
〇
〇
七
年
、
九
二
頁
）。
慶
応
義
塾
の
福
沢
先
生
研
究
会
機
関
誌
『
福
沢
研
究
』

復
刊
一
号
に
は
こ
の
講
演
に
つ
い
て
「
福
沢
先
生
の
思
想
に
就
い
て

東
大
教
授

[マ
マ
]

丸
山
眞
男

交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
記
念
会
講
演
」
な
ど
と
あ
る
。
た
だ
、
日
付

に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
二
年
と
誤
っ
て
お
り
、
こ
の
誤
ま
り
が
丸
山
自
身
の
記
録

に
も
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
．
一
九
四
九
年
六
月
二
二
日
（
か
）。
福
沢
先
生
研
究
会
主
催
の
石
河
賞
受

賞
記
念
講
演
。
福
沢
先
生
研
究
会
の
正
史
と
い
え
る
、
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
先
生

研
究
会
編
『
去
来
有
真

慶
応
義
塾
福
研
・
有
真
寮
史
』（
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
先

生
研
究
会
＝
会
長
西
川
俊
作
刊
、
二
〇
〇
四
年
）
に
、
石
河
賞
の
創
設
、
丸
山
へ

の
授
賞
、丸
山
の
受
賞
記
念
講
演
お
よ
び
そ
の
後
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

以
下
主
と
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
福
沢
先
生
研
究
会
の
当
時
の
定
期

刊
行
物
を
参
照
し
て
説
明
す
る
。
石
河
賞
は
、
福
沢
先
生
研
究
会
が
、
研
究
会
発

足
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
福
沢
研
究
に
大
き
な
成
果
を
残
し
た
石
河
幹
明
を
顕

彰
し
て
創
設
し
た
も
の
。
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
福
沢
研
究
を
対
象
と
し
、
選
考
に

は
、
板
倉
卓
造
、
高
橋
誠
一
郎
、
潮
田
江
次
、
小
泉
信
三
が
当
っ
た
。
選
考
対
象
、
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単
行
本
一
五
冊
、
論
文
一
九
篇
か
ら
、
選
考
委
員
全
員
の
一
致
で
、
一
九
四
八
年

一
二
月
二
三
日
「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」
と
「
福
沢
諭
吉
の
哲
学
」

の
二
編
の
業
績
に
よ
り
、
丸
山
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
翌
四
九
年
慶
応

義
塾
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
丸
山
の
受
賞
記
念
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。『
去
来
有

真
』
は
、
福
沢
先
生
研
究
会
の
『
福
沢
研
究
』
四
号
（
一
九
五
〇
年
一
月
）
の
記

事
に
も
と
づ
い
て
六
月
二
二
日
開
催
と
す
る
が
、
同
じ
福
沢
先
生
研
究
会
の
『
福

研
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
号
（
日
付
な
し
）
に
は
、「
福
研
初
夏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〝
講
演

会
シ
リ
ー
ズ
〞」
と
し
て
第
一
回
、
一
九
四
九
年
五
月
四
日
、
金
沢
冬
三
郎
、
第
二

回
五
月
一
一
日
、
場
所
未
定
、
嘉
治
隆
一
、
に
続
い
て
第
三
回
、
六
月
一
〇
日
、

場
所
未
定
、
丸
山
眞
男
「
近
代
思
想
家
と
し
て
の
福
沢
諭
吉
」（
仮
題
）
と
あ
り
、

丸
山
の
講
演
が
「
石
河
賞
第
一
回
受
賞
者
」
と
し
て
の
「
同
賞
記
念
講
演
会
で
あ

る
」
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
号
が
五
月
一
一
日
以
前
の
発
行
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。『
福
研
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
号
（
一
九
四
九
年
六
月
二
八
日
）
は
、「
丸

山
氏
〔
石
河
賞
受
賞
〕
記
念
講
演
に
よ
せ
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
丸
山
の
福

沢
研
究
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
に
も
と
づ
く
長
文
の
紹
介
を
載
せ
て
い
る
。
な
お

同
じ
面
に
こ
の
回
の
五
月
は
じ
め
か
ら
の
行
事
の
記
録
が
あ
る
が
、
六
月
一
七
日

ま
で
で
あ
る
。
ま
た
前
記
の
「
記
念
講
演
に
よ
せ
て
」
は
「
こ
ゝ
に
氏
の
記
念
公

演
が
行
は
れ
る
に
当
り
」
と
し
て
お
り
、
講
演
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
講
演
は
六
月
下
旬
の
か
な
り
遅
く
か
、
そ
れ
以
降

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
去
来
有
信
』
一
〇
六
頁
掲
載
の
七
月
二

日
の
Ｏ
Ｂ
会
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
合
で
丸
山
の
石
河
賞
記
念
講
演
と
そ
の

後
の
座
談
会
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
と
あ
り
、
記
念
講
演
は
お
そ
く
と
も
七
月
一

日
ま
で
に
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
去
来
有
真
』
の
年
表
、
一
九
四

九
年
の
欄
に
は
「
６
・

丸
山
眞
男
氏
講
演
（
未
確
認
）」
と
あ
り
、
前
記
の
よ
う

22

な
事
情
を
反
映
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
丸
山
は
、
当
時
の
福
沢
先
生
研
究

会
会
長
で
あ
っ
た
富
田
正
文
を
追
悼
す
る
「
憶
い
出
の
く
さ
ぐ
さ
」（『
丸
山
眞
男

集
』
第
一
五
巻
二
四
六
頁
）
で
、
交
詢
社
で
の
講
演
の
話
に
続
い
て
「
私
は
三
田

の
方
で
の
話
は
か
す
か
に
記
憶
し
て
い
る
が
」
と
の
べ
る
。
な
お
『
去
来
有
真
』

は
、『
福
沢
研
究
』
八
号
（
昭
和
三
二
年
八
月
）
の
「
座
談
会

福
沢
か
ら
何
を
学

ぶ
か
―
丸
山
眞
男
氏
を
囲
ん
で
―

富
田
正
文
・
昆
野
和
七
・
土
橋
俊
一
列
席
」

に
よ
っ
て
、
こ
の
講
演
の
八
年
後
に
も
福
沢
先
生
研
究
会
が
主
催
し
た
、
丸
山
を

囲
む
座
談
会
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
（
一
一
三
、
一
一
五
―
一
二
二
頁
）。

３
．
一
九
五
〇
年
四
月
八
日
、「
福
沢
諭
吉
五
十
回
忌
記
念
学
術
講
演
会

大

阪
慶
応
倶
楽
部
主
催
、
於
大
阪
毎
日
新
聞
講
堂
「
人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
福
沢

先
生
」、
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
高
橋
誠
一
郎
…
「
福
沢
先
生
の
思
想
に
つ
い
て

―
特
に
時
事
新
報
を
中
心
に
―
東
京
大
学
助
教
授
丸
山
眞
男
、「
福
沢
先
生
と
戦

争
及
び
革
命
」
同
志
社
大
学
教
授
田
畑
忍
」
と
あ
る
（『
慶
応
義
塾
百
年
史
』
下
、

慶
応
義
塾
、
一
九
六
八
年
、
二
〇
頁
以
下
）。
慶
応
倶
楽
部
は
慶
應
義
塾
同
窓
生
組

織
の
一
つ
。

な
お
慶
応
義
塾
百
年
史
編
纂
に
当
っ
て
河
北
展
生
を
始
め
と
す
る
担
当
委
員
が

収
集
し
た
資
料
の
中
の
、「
昭
和
二
十
五
年
度
儀
式
書
類
綴
」
の
中
に
、
昆
野
和
七

の
署
名
捺
印
の
あ
る
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
二
日
付
の
「
福
沢
先
生
偉
業
展
出

張
報
告
」
が
あ
り
、
昆
野
が
四
月
七
日
に
丸
山
に
同
行
し
て
大
阪
に
着
い
て
か
ら
、

八
日
夜
帰
京
す
る
丸
山
を
見
送
る
ま
で
、
講
演
と
そ
の
前
後
の
各
方
面
か
ら
の
い
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た
れ
り
尽
せ
り
の
待
遇
ま
で
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
。

「
四
月
八
日

講
演
会
開
催
（
午
後
一
時
―
午
後
四
時
半
）

講
演
会

演
題
及
講
師
左
の
通
り

福
沢
先
生
と
戦
争
及
び
革
命

同
志
大
教
授

田
畑

忍
氏

近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生

東
大
助
教
授

丸
山
眞
男
氏

人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
福
沢
先
生
〔
国
立
〕
博
物
館
長

高
橋
誠
一
郎
氏

中
略

丸
山
氏
は
先
生
の
国
権
皇
張
論
を
他
の
絶
対
主
義
者
の
所
論
と
区
別
す

べ
き
点
を
挙
げ
、
曽
つ
て
小
泉
信
三
氏
の
論
じ
た
合
理
主
義
（
ラ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
）
非
合
理
主
義
（
イ
ル
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
の
説
を
具
体
的
に
詳

論
し
た
も
の
で
、
特
に
記
す
べ
き
こ
と
は
、
此
の
講
演
で
丸
山
氏
は
未
発

表
の
研
究
発
表
を
し
た
こ
と
で
す
、

中
略

聴
衆
―
参
集
者
実
数
は
三
五
〇
名
、
座
席
は
無
く
な
り
三
、
四
〇
名
は

立
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
、
途
中
帰
っ
た
も
の
僅
か
十
名
、
主
催
者
側
は

予
想
外
の
盛
況
と
し
て
驚
嘆
し
て
い
ま
し
た
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
丸
山
講
演
の
タ
イ
ト
ル
も
、
三
人
の
講
演
の
順
序
も
『
百
年
史
』

記
述
と
は
大
き
く
異
な
る
。
丸
山
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
別
掲
の
講
演
速
記
稿
の

そ
れ
と
一
致
し
、
具
体
的
内
容
も
、『
百
年
史
』
に
記
さ
れ
る
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と

こ
ろ
と
は
全
く
異
な
る
。
講
演
の
順
序
も
、
丸
山
講
演
の
中
で
、
先
に
語
っ
た
田

畑
忍
の
講
演
の
中
の
、
福
沢
は
加
藤
弘
之
と
同
じ
く
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
国
家
主
義

者
」
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
ば
に
論
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昆
野
報
告
が
正
し
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
『
百
年
史
』
二
二
頁
以
下
に
は
、
慶
応
義
塾
大
学
の
『
史
学
』
二
四
巻
二
・

三
合
併
号
が
「
福
沢
諭
吉
五
十
年
忌
記
念
特
集
号
」
に
あ
て
ら
れ
、
田
畑
忍
の
「
福

沢
先
生
の
革
命
及
び
戦
争
観
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
六
―
一
一
九
頁
）。
こ

の
論
文
は
、
タ
イ
ト
ル
に
は
そ
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く

田
畑
の
大
阪
講
演
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
も
田
畑
は
、
福
沢
を

加
藤
弘
之
と
同
じ
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
国
家
主
義
者
」
だ
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
表

現
は
、
丸
山
が
自
分
の
講
演
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」

の
中
で
と
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
丸
山
の
大
阪
講
演
も
、
こ
の
「
特
集
号
」

に
載
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
別
掲
の
丸
山
講

演
の
解
説
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
丸
山
は
講
演
速
記
稿
に
手
を
入
れ
る
こ
と
も
せ
ぬ

ま
ま
に
終
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
．『
丸
山
眞
男
集
』
別
巻
「
年
譜
」
の
一
九
六
八
年
七
月
の
項
に
、「
慶
応
義

塾
大
学
で
行
わ
れ
た
「
近
代
日
本
の
人
物
像
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
泉
信
三
記
念

講
座
の
第
八
回
で
「
福
沢
諭
吉
」
と
題
し
て
講
演
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
丸
山
文
庫
に
草
稿
、
速
記
稿
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
状
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
竹
田
行
之
氏
が
『
交
詢
社
の
百
二
十
五
年
』
を
執
筆
さ
れ
る
折
、
交
詢
社

に
こ
の
講
演
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
を
探
さ
れ
た
が
見
付
か
ら
な
か
っ
た
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と
い
う
（
竹
田
氏
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
談
話
）。
丸
山
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
草
稿

断
片
の
一
つ
（
資
料
番
号
四
〇
五
―
八
―
四
）、「
結
語
」
と
い
う
表
題
で
始
ま
る

原
稿
九
枚
（
丸
山
夫
人
に
よ
る
福
沢
の
「
社
会
の
形
勢
学
者
の
方
向
」
の
抄
録
一

枚
を
含
む
）
は
、
こ
の
講
演
の
結
び
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
草
稿
に
は
冒
頭
に
エ

ン
ピ
ツ
で
「
昭

、
講
演
、（
興
業
ク
ラ
ブ
？
）」
と
書
い
て
抹
消
し
て
あ
り
八
枚

22

目
に
は
一
九
七
一
年
の
講
義
「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」（『
丸
山
眞
男
集
』
第
一

五
巻
、
三
二
〇
―
二
一
頁
）
に
、
こ
の
断
片
を
引
用
す
る
折
に
記
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
「
昭

、
興
業
ク
ラ
ブ
講
演
」
と
い
う
欄
外
の
記
入
が
あ
る
。
こ
の
講
演
の

22

冒
頭
に「

私
は
ふ
だ
ん
、
資
料
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
バ
ラ
バ

ラ
に
し
て
、関
連
す
る
資
料
を
ク
リ
ッ
プ
に
綴と

じ
て
し
ま
っ
て
あ
る
の
で
す
。

急
に
こ
う
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
慌
て
て
持
ち
出
し
ま
し
て
、
適
当
な
順
序
に
並
べ
て
み
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
果
し
て
う
ま
く
つ
な
が
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

と
の
べ
た
上
、
終
り
で
は
そ
れ
を
受
け
て
、

「
こ
の
私
の
原
稿
の
断
片
の
い
ち
ば
ん
最
後
に
、
こ
う
い
う
古
い
紙
が
出
て

き
ま
し
た
。
終
戦
直
後
の
、
昭
和
二
十
二
年
に
、
私
が
福
沢
に
つ
い
て
し
ゃ

べ
っ
た
時
の
原
稿
は
、
こ
う
い
う
ザ
ラ
紙
な
の
で
す
。
…
…
こ
れ
を
ち
ょ
っ

と
読
ん
で
み
ま
す
。
最
後
の
結
語
の
と
こ
ろ
だ
け
で
す
。」

と
し
て
、
読
み
上
げ
た
部
分
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
番
号
四
〇
五
―

八
―
四
の
断
片
九
枚
中
の
最
後
の
二
枚
に
わ
ず
か
な
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
昭

」
と
い
う
の
は
、
交
詢
社
の
講
演
を
行
っ
た
、
戦
後
初
期
激
動
の

22

日
々
で
、
目
ま
ぐ
る
し
い
活
動
の
中
で
日
時
の
記
憶
が
定
か
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
丸
山
が
、『
福
沢
研
究
』
第
四
号
＝
復
刊
第
一
号
の
記
事
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
、
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
の
講
演
を
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
の
こ
と
と
思
い

こ
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。「
興
業
ク
ラ
ブ
」
は
、
工
業
倶
楽
部
以
外
に
考
え
難
い
。

丸
山
は
交
詢
社
で
の
講
演
を
工
業
倶
楽
部
で
と
思
い
ち
が
い
し
た
の
か
。
こ
れ
も

竹
田
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
敗
戦
後
の
当
時
も
、
交
詢
社
の
集
会
が
外
部
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
私
た
ち
は
、
こ
の
断
片
は
、
交
詢
社
で
行
わ
れ
た
丸
山

に
と
っ
て
初
め
て
の
福
沢
講
演
の
、
い
わ
ば
幻
の
記
録
の
「
結
び
」
で
は
な
い
か

と
推
定
す
る
。「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」（『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
）
三
二
〇

頁
に
、「
私
の
原
稿
の
断
片
の
い
ち
ば
ん
最
後
」
の
「
古
い
紙
」、「
最
後
の
結
語
の

と
こ
ろ
だ
け
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
断
片
の
冒
頭
の
「
結
語
」
と

い
う
こ
と
ば
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
結
語
に
い
た
る
前
の
部
分
の
草
稿

に
つ
い
て
は
、
用
い
ら
れ
た
原
稿
用
紙
、
イ
ン
キ
・
ペ
ン
・
字
体
と
文
章
か
ら
調

べ
を
重
ね
て
い
る
が
ま
だ
特
定
出
来
て
い
な
い
。

２
．
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
類
の
中
で
、
こ
の
講
演
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は
、
未
だ
特
定
出
来
て
い
な
い
。
ま
た
慶
応
義
塾
大
学
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

３
．
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
番
号
四
〇
五
―
七
が
こ
の
講
演
の
速
記
で
あ
る
。
表

題
は
先
に
紹
介
し
た
昆
野
和
七
の
報
告
に
記
さ
れ
る
と
お
り
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」。「
毎
日
新
聞
社
」
と
あ
る
罫
紙
に
一
行
お
き
に
記

し
て
正
味
六
七
枚
。
た
だ
し
、
八
か
所
に
は
丸
山
が
講
演
で
引
用
し
た
福
沢
の
文

章
の
主
題
を
記
し
て
、
引
用
文
に
見
あ
っ
た
長
さ
の
空
白
が
残
さ
れ
て
い
る
。
講
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演
の
記
録
と
し
て
の
質
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
聞
き
違
い
や
文
意
の
取
り
違
い
が

少
な
く
な
い
。
お
そ
ら
く
丸
山
は
こ
れ
に
手
を
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
既
に
の
べ
た
よ
う
に
、
丸
山
は
こ
の
講
演
に
も
と
づ
く
論
文
を
、

田
畑
忍
と
同
じ
よ
う
に
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
の
紀
要
『
史
学
』
に
載
せ
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
応
じ
る
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
講
演
の
後
、
ま
も
な
く
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
し
、
平
和
問

題
談
話
会
会
員
と
し
て
の
丸
山
の
活
動
も
急
速
に
重
さ
を
増
す
に
い
た
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
こ
の
速
記
稿
は
あ
ま
り
質
が
良
く
な
く
、
丸
山
の
手
も
加
わ
っ
て

い
な
い
が
、
丸
山
が
交
詢
社
や
慶
応
義
塾
の
学
内
か
ら
外
に
踏
み
出
し
た
最
初
の

講
演
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
慶

応
義
塾
に
も
大
阪
慶
応
倶
楽
部
に
も
速
記
稿
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
丸

山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
今
号
に
、
項
を
改
め
て
全
文
を
紹

介
す
る
。

４
．
丸
山
文
庫
所
蔵
の
資
料
番
号
九
〇
八
が
こ
の
講
演
の
速
記
稿
で
あ
る
。
袋

に
「
福
沢
諭
吉
―
人
と
思
想
―

慶
応
義
塾
連
続
講
義
、
於
三
田
、（
昭
和
四
三
、

九
、）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
丸
山
の
字
で
は
な
い
。
ま
た
、
竹
田
行
之
氏
に
よ

れ
ば
当
時
福
沢
諭
吉
協
会
の
常
務
理
事
で
こ
の
講
演
に
か
か
わ
っ
た
土
橋
俊
一
の

字
で
も
な
い
。
中
に
収
め
ら
れ
た
速
記
稿
は
、
表
紙
に
「
小
泉
講
座

丸
山
眞
男

先
生

年

月

日
（
土
）」
と
書
い
て
最
後
の
日
付
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
ま

43

7

14

ち
が
っ
た
日
付
を
記
し
た
も
の
を
丸
山
に
届
け
る
折
に
訂
正
し
た
も
の
で
は
な
い

か
。
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
速
記
稿
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
後
述
す
る
『
丸
山

眞
男
手
帖
』第
五
七
号
の
本
講
演
復
刻
に
付
さ
れ
た
竹
田
行
之
氏
の
解
説
の
中
で
、

「
い
つ
か
公
表
の
日
を
俟
ち
た
い
と
い
う
」
土
橋
俊
一
の
配
慮
で
速
記
録
が
「
複

写
を
ふ
く
め
て
二
通
つ
く
ら
れ
、
一
通
が
冨
田
さ
ん
か
ら
竹
田
に
渡
さ
れ
た
」
と

あ
る
「
複
写
」
の
一
通
が
こ
れ
に
当
る
の
だ
ろ
う
。
コ
ク
ヨ
二
〇
〇
字
原
稿
用
紙

一
二
〇
枚
。
速
記
に
は
誤
ま
り
が
あ
る
が
丸
山
が
校
訂
し
た
あ
と
は
見
ら
れ
な

い
。
丸
山
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
土
橋
俊
一
か
ら
丸
山
へ
の
手
紙
の
中
に
は
、
こ
の

講
演
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
九
六
八
年
九
月
三
日
付
に
は
、
九
月

一
四
日
三
田
本
塾
西
校
舎
五
一
七
番
教
室
で
、
加
藤
元
一
教
授
の
北
里
柴
三
郎
に

つ
い
て
の
講
演
に
続
い
て
、
丸
山
が
福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
講
演
す
る
旨
の
チ
ラ
シ

を
同
封
し
た
上
で
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
学
生
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で

会
場
を
三
田
に
移
し
た
こ
と
、
講
演
速
記
を
『
三
田
評
論
』
一
一
月
号
に
載
せ
て

ほ
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
講
演
直
後
の
九
月
一
八
日
付
礼
状
で
は
「
塾
監

局
占
拠
と
い
う
異
常
な
事
態
の
な
か
で
の
小
泉
講
座
」
だ
っ
た
が
「
先
生
の
ご
講

義
を
伺
い
た
い
と
い
う
学
生
で
定
員
四
八
〇
名
の
教
室
が
溢
れ
る
と
い
う
盛
況
」

で
、「
久
し
振
り
に
三
田
山
上
に
学
問
的
雰
囲
気
が
蘇
っ
た
感
じ
が
い
た
し
ま
し

た
」
と
の
べ
ら
れ
る
。
な
お
、
小
泉
信
三
記
念
講
座
に
つ
い
て
は
『
慶
応
義
塾
史

事
典
』（
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
、
慶
応
義
塾
発
行
、
二
〇
〇
八
年
）
の

「
小
泉
信
三
記
念
慶
応
義
塾
学
事
振
興
基
金
」
の
項
を
参
照
。

こ
の
講
演
の
速
記
稿
は
す
で
に
『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
五
七
号
（
二
〇
一
一
年

四
月
）
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。「
慶
應
義
塾
小
泉
信
三
記
念
基
金
運
営
委
員
会
お

よ
び
（
丸
山
の
）
著
作
権
継
承
者
の
丸
山
ゆ
か
里
氏
の
了
承
を
得
」
た
上
で
の
復

刻
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
講
演
の
記
録
の
刊
行
に
つ
い
て
講
演
を

実
現
さ
せ
た
、
福
沢
諭
吉
協
会
常
務
理
事
の
土
橋
俊
一
の
準
備
と
そ
れ
を
承
け
た
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理
事
長
の
富
田
正
文
の
強
い
希
望
に
こ
た
え
た
竹
田
行
之
氏
が
、
丸
山
眞
男
手
帖

の
会
の
協
力
を
え
て
刊
行
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
の
説
明
が
あ
る
。

『
丸
山
眞
男
手
帖
』
掲
載
の
翻
刻
は
、
本
文
だ
け
に
つ
い
て
も
原
文
に
は
な
い
見

出
し
を
つ
け
、〔

〕
に
よ
っ
て
原
文
を
補
っ
た
ほ
か
、
全
体
に
わ
た
っ
て
詳
細
に

原
文
の
措
辞
に
手
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
速
記
稿
は
、
読
み
易
く
ま
た
文

章
と
し
て
の
質
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
本
郷
の
東
大
キ
ャ
ン
パ

ス
の
紛
争
の
渦
中
か
ら
塾
監
局
も
占
拠
さ
れ
た
慶
応
義
塾
に
駆
け
つ
け
た
丸
山
の

生
理
的
・
心
理
的
な
緊
張
・
昂
奮
と
乱
れ
た
息
づ
か
い
を
伝
え
る
よ
う
な
原
文
の

リ
ア
リ
テ
ィ
が
何
ほ
ど
か
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
こ
の
速
記
稿
は
丸
山
自
身
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
こ
の
速
記

稿
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
、
丸
山
の
原
稿
、
速
記
稿
全
体
の
扱

い
に
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

Ｃ
．
草
稿
断
片
の
意
味

大
量
の
草
稿
類
が
丸
山
の
学
問
と
思
想
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
だ

ろ
う
か
。
乱
暴
な
二
分
法
を
あ
え
て
す
れ
ば
、
一
方
に
は
刊
行
さ
れ
た
文
章
が
草

稿
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
を
表
現
し
つ
く
し
て
い
て
、
草
稿
は
一
種
の
抜
殻
の
よ
う

な
意
味
し
か
持
た
な
い
場
合
と
、
他
方
で
は
公
刊
後
も
な
お
、
草
稿
が
そ
れ
に
も

り
こ
ま
れ
な
か
っ
た
意
味
を
伝
え
る
場
合
と
両
方
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

丸
山
の
福
沢
論
草
稿
に
う
か
が
わ
れ
る
後
の
場
合
に
つ
い
て
と
り
あ
え
ず
三
つ
の

ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

１
．
将
来
の
研
究
の
構
想
。
福
沢
に
関
す
る
草
稿
類
の
中
で
量
が
最
も
多
い
資

料
番
号
三
四
三
は
、
福
沢
研
究
の
主
題
別
に
、
主
題
を
記
し
た
紙
を
表
紙
の
よ
う

に
し
て
、
こ
の
主
題
に
関
連
す
る
、
執
筆
時
期
を
異
に
す
る
草
稿
断
片
を
、
も
と

の
つ
な
が
り
を
解
体
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
種
の
編
集
は
、
丸
山

の
後
年
の
作
業
と
推
定
さ
れ
、
丸
山
が
、
岩
波
書
店
の
編
集
者
伊
藤
修
の
協
力
を

え
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
福
沢
研
究
の
準
備
作
業
と
し
て
行
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
の
丸
山
が
松
沢
に
「
こ
れ
か
ら
先
や
り
た
い
の
は
福

沢
と
徂
徠
だ
」
と
語
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
再

編
成
が
Ｂ
の
１
に
つ
い
て
の
べ
た
、
一
九
四
八
年
の
交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
記
念

会
講
演
に
つ
い
て
、
そ
の
「
結
び
」
と
考
え
ら
れ
る
草
稿
が
ほ
ぼ
特
定
出
来
た
の

に
、
そ
の
他
の
部
分
が
特
定
出
来
な
い
と
い
う
問
題
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

２
．
草
稿
を
も
と
に
し
て
公
刊
さ
れ
た
文
と
は
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
草
稿
。
資
料

番
号
三
四
三
―
三
―
一
は
、
か
な
り
長
く
完
成
度
も
高
い
草
稿
で
あ
る
が
、
現
在

ま
で
の
所
こ
れ
を
も
と
に
し
た
公
刊
の
文
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。『
福
沢
諭
吉

選
集
第
四
巻
』
解
題
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
も
異
な
る
論
文
の

草
稿
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

３
．
公
刊
さ
れ
た
文
に
は
十
分
現
わ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
公
刊
さ
れ
な

か
っ
た
草
稿
で
、
時
に
公
刊
さ
れ
た
文
よ
り
深
い
、
あ
る
い
は
鋭
い
分
析
を
示
す

も
の
。
例
え
ば
、
一
九
七
一
年
み
す
ず
セ
ミ
ナ
ー
講
義
「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」

の
一
節
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
三
一
五
―
一
六
頁
、
こ
れ
は
丸
山
の
講
義
草

稿
で
は
な
く
植
手
通
有
の
メ
モ
に
よ
る
部
分
だ
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
丸
山
の
草

稿
（
資
料
番
号
三
四
三
―
一
二
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
明
、

、

、

〜

「
富
豪
の
要
用
」

25

12

16

18

故
に
文
明
世
界
、
今
日
の
事
態
を
評
す
れ
ば
、
到﹅

底﹅

行﹅

く﹅

可﹅

か﹅

ら﹅

ざ﹅

― 184 ―



る﹅

道﹅

を﹅

行﹅

き﹅

な﹅

が﹅

ら﹅

、
一﹅

歩﹅

を﹅

退﹅

く﹅

可﹅

か﹅

ら﹅

ず﹅

、
後
世
子
孫
の
事
は
唯

だ
天
命
に
在
り
と
し
て
、
真﹅

一﹅

文﹅

字﹅

に﹅

進﹅

行﹅

す﹅

る﹅

も
の
と
云
ふ
可
し
」

〔
傍
点
原
文
〕

宿
命
と
し
て
の
「
近
代
化
」。
都
合
の
い
ゝ
と
こ
ろ
ば
か
り
も
ら
う
と
い
う

よ
う
な
虫
の
い
い
事
は
で
き
な
い
。
結
果
が
必
ず
し
も
め
で
た
し
〳
〵
で
な

い
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
そ
の
途
を
ひ
き
う
け
、
あ
え
て
そ
の
方
向
に
賭

け
る
以
外
に
は
、
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
は
な
い
。「
到
底
行
く
可
ら
ざ
る
道

を
行
き
な
が
ら
一
歩
を
退
く
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
表
現
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
紙
一
重
の
ひ
ゞ
き
が
あ
る
。（
そ
れ
ほ
ど
一
筋
な
わ
で
規
定
で

き
る
思
想
家
で
は
な
い
こ
と
は
こ
の
一
事
で
も
察
し
ら
れ
よ
う
）
こ
の
コ
ン

パ
ス
は
一
筋
な
わ
で
な
い
。」

こ
の
断
片
の
前
葉
に
は
横
書
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

「
演
技
と
心
情
告
白
と
、

以
上
の
二
つ
の
矛
盾
し
た
側
面
の
接
点
と
し
て
の
「
自
伝
」

ふ
つ
う
は
ま
さ
に
自
己
の
心
境
を
率
直
に
語
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
。
自
分
の
弱
さ
や
臆
病
さ
を
あ
け
す
け
に
語
っ
て
い
る
。
率
直

さ
、
茶
目
っ
気
、
無
邪
気
さ
な
ど
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
楯
の
半
面
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
こ
ま
で
が
自
己
表
現
で
、
ど
こ
ま
で

が
演
技
か
、
一
通
り
で
な
い
く
せ
も
の
。

日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
深
い
絶
望
と
楽
観
。

絶
望
を
裏
に
ひ
め
た
楽
観
的
言
動
。

←

人
間
観
と
幕
末
維
新
の
原
体
験
に
根
ざ
す
。」

こ
の
部
分
は
、「
講
義
」
で
は
『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
三
〇
八
―
〇
九
頁
に
対

応
し
て
い
る
が
、「
講
義
」
で
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
は
鋭
く
深
い
。
そ
れ
は
ま
た

晩
年
の
丸
山
の
福
沢
理
解
が
、
重
要
な
点
で
戦
中
・
戦
後
初
期
の
そ
れ
か
ら
転
回

し
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

附
記

丸
山
眞
男
の
福
沢
研
究
が
慶
応
義
塾
の
長
老
教
授
や
福
沢
先
生
研
究
会
に

集
ま
っ
た
研
究
者
、
学
生
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
る
経
緯
を
始
め

多
く
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
竹
田
行
之
氏
の
教
示
を
え
た
。
慶
応
義
塾
福
沢
研

究
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
直
子
教
授
は
、福
沢
先
生
研
究
会
の
刊
行
物
を
捜
し
出
し
て
、

コ
ピ
ー
を
提
供
し
て
下
さ
り
、
ま
た
西
川
俊
作
教
授
の
没
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
残

さ
れ
た
前
掲
『
去
来
有
信
』
を
丸
山
文
庫
に
寄
贈
し
て
頂
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九

五
〇
年
の
大
阪
慶
応
倶
楽
部
主
催
の
講
演
に
つ
い
て
は
西
澤
教
授
と
同
セ
ン
タ
ー

の
都
倉
武
之
准
教
授
が
、
慶
応
義
塾
大
学
と
大
阪
慶
応
倶
楽
部
の
両
方
に
わ
た
っ

て
講
演
速
記
稿
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
、
調
査
し
て
、
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
か

め
て
下
さ
っ
た
。
お
三
方
の
好
意
に
心
か
ら
お
礼
申
上
げ
る
。
ま
た
慶
応
義
塾
大

学
と
そ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
こ
の
講
演
を
実
現
さ
れ
た
大
阪
慶
応
倶
楽
部

に
、
こ
の
速
記
稿
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

な
お
、
丸
山
眞
男
文
庫
の
山
辺
春
彦
・
川
口
雄
一
両
氏
は
、
汚
い
原
稿
の
整
理

入
力
の
段
階
か
ら
度
々
追
加
記
入
し
た
ゲ
ラ
の
整
理
・
も
ど
し
に
い
た
る
ま
で
終

始
大
き
な
力
添
を
下
さ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。（
松
沢
弘
陽
）
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